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図は片面用

組立順序

（１）ベース②の穴がある方を内側にして下棚⑭の穴の位置を合わせてＳＷ⑧とキャップ
　　　ボルト（長）⑥で仮止めする。反対側も同様に仮止めする（計４ヵ所）。さらに仮
　　　止めした部分をもう一度六角レンチ⑯でしっかりと締め付ける。

（２）（１）で組み立てたものを置いてベース②の角の部分に柱①を図のように差し込み、
　　　前後からＳＷ⑧とキャップボルト（長）⑥で仮止めする。さらに横の外側からキャ
　　　ップボルト（長）⑥を差し込み、内側からＳＷ⑧とナット⑦で仮止めする。反対側
　　　の柱①も同様に仮止めする（計６ヵ所）。さらに仮止めした部分をもう一度六角レ
　　　ンチ⑯でしっかりと締め付ける。

（４）側板⑨のツメ２つを柱①の長穴に引掛ける（左右注意）。幕板の穴を側板⑨の３つ
　　　の穴に図のように合わせてＳＷ⑧とキャップボルト（短）⑩で仮止めする（左右各
　　　３ヵ所）。さらに仮止めした部分をもう一度六角レンチ⑯でしっかりと締め付ける。

（５）天板（切込有り）⑪を裏返して置き、その上に天枠⑬の穴を天板（切込有り）⑪の
　　　ナット位置に合わせて乗せ、ＳＷ⑧とキャップボルト（長）⑥で仮止めする（６ヵ
　　　所）。

（６）（５）で組み立てたものを表にして側板⑨の上に乗せ、側板⑨の穴と天枠⑬の穴を
　　　合わせて外側からキャップボルト（長）⑥を差し込み、内側からＳＷ⑧とナット⑦
　　　で仮止めする（左右各３ヵ所）。

※両面用の場合は柱①の反対側にも（４）、（５）、（６）と同じ要領で側板⑨、幕板⑮、
　天板（切込無し）⑫、天枠⑬を取り付ける。

（６）仮止めした全てのボルトをもう一度六角レンチ⑯でしっかりと締め付ける。

（７）組立が終わるとアジャスター③で水平調節を行う。そしてベース止め金具④を利用
　　　して床面に固定する（片面用２ヵ所、両面用４ヵ所）。さらに、柱止め金具⑤を利
　　　用して本体が動かないように壁に固定する（片面用２ヵ所、両面用は無し）。

ツノ

（　）

（　　　）

5

（７）片面用のみ

（５）

（１）

（２）

（２）
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（２）

（２）（　）

（　）
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（７）

（　）

（　）
（床に打ち込む）

（７）

（４）

（４）

（５）

（５）

（３）
（３）
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ＵＬＲＴ型組立説明図

メラミン天板タイプ部品明細
組み立てる前に梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。
※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。

⑪天板（切込有り）…１枚

⑬天枠…１台

⑭下棚…１枚

⑮幕板…１枚

⑥キャップボルト（長）…１８本
（Ｍ５×１５）

⑦ナット…６個
（Ｍ５）

（スプリングワッシャー）
⑧ＳＷ…１８個

⑯六角レンチ…１本
（Ｍ４）

⑰ナットアンカー…４個
（Ｍ６、適合ドリル１１ｍｍ）

⑮幕板…１枚

⑥キャップボルト（長）…１２本
（Ｍ５×１５）

⑦ナット…６個
（Ｍ５）

（スプリングワッシャー）
⑧ＳＷ…１２個

片面用…無し
両面用…１梱包

１梱包

⑫天板（切込無し）…１枚

⑬天枠…１台

①柱…２本
②片面用ベース…２本
（③アジャスター、
④ベース止金具付）

⑥キャップボルト（長）…６本

⑦ナット…２個
（スプリングワッシャー）
⑧ＳＷ…６個

⑨側板…２枚

（Ｍ５×１５）

（Ｍ５）

⑩キャップボルト（短）…６本

⑧ＳＷ…６個

（Ｍ５×１０）

（スプリングワッシャー）

片面用…１梱包
両面用…２梱包

片面用…１梱包１梱包 両面用…１梱包

②両面用ベース…２本
（③アジャスター、
④ベース止金具付）

⑤柱止め金具

…２個

片面用、両面用共通

（　）

（　　　）

（７）片面用のみ

（壁に打ち込む）

1

⑰ナットアンカー…４個
（Ｍ６、適合ドリル１１ｍｍ）

※２台以上連結する場合は側板⑨と側

　そこにキャップボルト（Ｍ５×４０）

　⑲を差し込み，ＳＷ⑧とナット⑦で

9
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⑲キャップボルト…１本
（Ｍ５×４０） 連結用

⑦ナット…１個
（Ｍ５） 連結用

⑧ＳＷ…１個
（スプリングワッシャー）

連結用

⑳丸パイプ…１本
連結用
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（３）（２）で組み立てた柱①の上に上棧⑱（Ｈ＝９００タイプには不要）を乗せ（この
　　　時上棧が落ちないように注意）、さらにその上に柱止め金具⑤を図のように乗せ
　　　（片面用のみ）、柱①の穴と上棧⑱の穴を合わせてＳＷ⑧とキャップボルト（長）
　　　⑥で仮止めする（左右各１ヵ所）。さらに仮止めした部分をもう一度六角レンチ⑯

　板⑨の間に丸パイプ⑳をはめ込み、

⑱上棧…１本（Ｈ＝９００タイプには不要）

　　　でしっかりと締め付ける。

Ｈ＝９００タイプには不要

（２）

19

　締付ける（１ヵ所）。

Ａ．パネルの取付方法

注：片面に２枚以上のパネルを取り付ける場合は必ず下から順番に取り付ける。

（１）組み立てた本体の柱①の長穴にパネル�の爪４つを合わせて引掛ける。

（２）パネル�に開いている目印穴の隣りの角穴から六角レンチ⑯でＳＷ⑧
　　　とキャップボルト（短）⑩を差し込み、締め付ける（４ヵ所）。

角穴に入れて引掛ける

目印穴

Ｂ．棚板の取付方法

（１）組み立てた本体の柱①の長穴に棚板�の爪２つを合わせて引掛ける。

（２）棚板�の両側の穴から、ＳＷ⑧とキャップボルト（短）⑩を差し込
　　　み、六角レンチ⑯で締め付ける（４ヵ所）。

Ｃ．傾斜棚の取付方法

（１）組み立てた本体の柱①の長穴に傾斜棚�の爪２つを合わせて引掛ける。

（２）傾斜棚�の両側の穴から、棚を傾斜させて使用する場合は下の、水平で

　　　（図では傾斜させる場合）六角レンチ⑯で締め付ける（２ヵ所）。
　　　使用する場合は上の穴にＳＷ⑧とキャップボルト（短）⑩を差し込み、

Ｄ．コンテナ受けの取付方法

（１）組み立てた本体の柱①の穴にコンテナ受け�の両側の穴を合わせ、ＳＷ
　　　⑧とキャップボルト（短）⑩を差し込み、六角レンチ⑯で締め付ける
　　　（４ヵ所）。
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